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　また，次のような問題もすでに大学入試に出題

されている。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（例題２）素数  と整数  について，

　(1) 等式　

　　 を証明し，  は  の倍数であることを示せ。

　(2) を  で割った余りを求めよ。

　　 ただし， とする。

　　　　　　　　　　　（奈良女子大：改題）

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
< 解 > (1) 

　　ここで，  は素数であり，  である

　から，  と  は互いに素である。

　　よって，  は  の倍数である。

　  　(2) 

　　ここで，(1) より  は  の

　倍数であるから，  を  で割った余りは２で

　ある。　　　　　　　　　　　　　

　また，この例題２を一般化すれば，

「  を素数，  を正の整数とするとき，

　は  の倍数である。」

　これを合同式で表したものが，次のフェルマー

の小定理である。すなわち，

　「  と  が互いに素のとき，

　　 　すなわち　    」

　今回の改訂によって，これまで以上に整数につ

いて理解が深まることが期待される。フェルマー

の小定理なども，生徒の実態を考慮しつつ指導し

たい内容である。

　今回，学習指導要領の改訂により，数学Ａで整

数の性質をまとめて扱うこととなったが，そこで

は，ユークリッドの互除法と不定方程式の解につ

いて理解させることが一つの大きな目標である。

　これらの内容は，次の約数や倍数についての定

義が基本となっている。

　「  ，  ，  を整数として，  のとき，

　  ，  は  の約数，  は  ，  の倍数である。」

　とくに，

　「   で，  と  が互いに素のとき，

　  は  の約数である。」

　このことを用いれば，方程式の解について，次

のことが示される。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（例題１ ）次の３次方程式が有理数解 　　

（  ，  は互いに素）をもつとき，  は  の約数，

  は   の約数であることを示せ。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
< 解 > の解が，

であることから，

　

よって，

ゆえに，

  したがって，  は  の約数である。

同様に，

より，  は   の約数である。　　　　

　４次以上の方程式についても，例題１の内容は

成り立つ。

　ユークリッドの互除法，及び，不定方程式の整

数解も，整数の約数・倍数の定義から導かれる。

「整数の性質」の指導上の留意点

ー約数・倍数を基本にー
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